
　□ 顔のほてりの有無

　□ 風邪症状（ 発熱 ・息苦しさ ・倦怠感 ・咳
　 ・咽頭痛・ 嗅覚,味覚障害・その他

傷病者への聞き取り事項

　□ 学籍番号・職員番号

　□ 氏名

　□ 現在、生理中かどうか

　□ けさの体調

　□ 身近な感染者の有無

周囲の観察 

反応（意識）  

 の確認 

②Aさんに

119番通報を

依頼 

協力者を求める（4人） 

呼吸の確認 

    傷病者の発生 

①Dさんに『緊

急HELPファイ

ル』を出すよ

う指示 

くわしい観察 

※可能な範囲で 

状態を聞く 

  ただちに胸骨圧迫30回

健康サポートセンター

への連絡を依頼 

 

0798-45-3545

（内線6311） 

※傷病者の名前・所

属・意識状態など、わ

かる範囲で伝える 

③Bさんに

AEDの依頼 

(救急対応の 

できる人を募

る） 

反応（意識）なし 反応（意識）あり 

協力者を求める（1人） 

緊急時手順マニュアル 
学内での救急対応連絡の流れ 

( 9：00 ～17 : 00 ） 

Bさんと交代してAEDを装

着する 

※AED手順については、音

声に従っておこなう 

④Cさんに健康

サポートセン

ターへの連絡を

依頼 気道確保、 

回復体位 

にして観

察を続け

る 

呼吸あり 

呼吸なし 

胸骨圧迫３０回 

（別紙2参照） 

              救 急 隊 に 引 き 継 ぐ 

Bさん 

救急隊員を誘導 

Dさん 

①Aさんに

『119番通報

の仕方』＜別

紙1＞を渡す 

 

②Bさんに 

AEDの場所を

指示する（別

紙1に記載あ

り） 

 

③付添者の確

認をする 

119番通報 

AEDを取り

に行く 

Aさん Cさん 

傷病者の状

況を確認し、

健康サポー

トセンター

へ連絡 

0798-45-

3545（内

線6311） 

AED到着 

健康サポ職員に引き継ぐ 

 自立歩行が出来る

場合、教室から退出

させ、廊下に椅子を

運び座らせて待機す

る。電話連絡した協

力者に付き添っても

らうよう指示 

※ 傷病者の顔にあ

まり近づきすぎない

 ハンカチかタオルを傷病者の

鼻と口にかぶせる（感染予防） 

※ 感染に留意する （飛沫・出血など）。 

※ 傷病者を救急隊員に引き継いだあとは、速やかに石けんと流水で手と顔を十分に洗う。 

＜別紙2＞参照 

＜別紙1＞参照 

反応なし 

本館受付に救

急車がくるこ

とを連絡

（0798-47-

1007・内線

2222） 


